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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　第１の電極が形成された第１の基板、第２の電極が形成され前記第１の基板と対向する
第２の基板、及び、前記第１及び第２の基板の間に挟まれプレチルト角が付与された液晶
分子を含む液晶層を有する垂直配向型液晶セルと、
　前記垂直配向型液晶セルを挟む一対の偏光板と、
　前記第１及び第２の電極間にマルチプレックス駆動の駆動波形で電圧を印加する駆動装
置と
を有し、
　前記第１または第２の基板の表面に平行な表示面内で、前記第１及び第２の電極の少な
くとも一方は、電圧無印加時における前記液晶層の厚さ方向中央の液晶分子のダイレクタ
の該表示面内成分に垂直な第１の縁と、該第１の縁に交差する方向に延在する第２の縁と
が交互に連なったジグザグ状の縁を有し、
　前記表示面は、前記第１の電極と前記第２の電極とが重なる部分で画定される表示パタ
ーンを有し、
　１つの前記表示パターン内において、厚さ方向中央の液晶分子の前記ダイレクタは同一
方向であり、
　前記ジグザグ状の縁は、対向する電極が前記表示パターンとその外側領域とをまたぐよ
うな平坦面となっている位置に形成されている
液晶表示装置。
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【請求項２】
　観察者に示される表示パターンの縁のうち、電圧無印加時における前記液晶層の厚さ方
向中央の液晶分子のダイレクタの前記表示面内成分に対して垂直でも平行でもない部分に
、前記ジグザグ状の縁が配置されている請求項１に記載の液晶表示装置。
【請求項３】
　前記第１の縁及び第２の縁の各々の長さは１００μｍ未満である請求項１または２に記
載の液晶表示装置。
【請求項４】
　前記一対の偏光板は、前記表示面内で、両偏光板の透過軸の相互になす角が８５°～９
５°の範囲となるようにクロスニコル配置されており、さらに、電圧無印加時における前
記液晶層の厚さ方向中央の液晶分子のダイレクタの該表示面内成分が両偏光板の透過軸の
各々となす角がどちらも４０°～５０°の範囲となるように配置されている請求項１～３
のいずれか１項に記載の液晶表示装置。
【請求項５】
　前記第２の縁は、電圧無印加時における前記液晶層の厚さ方向中央の液晶分子のダイレ
クタの前記表示面内成分に平行である請求項４に記載の液晶表示装置。
【請求項６】
　前記液晶層にカイラル剤が添加されている請求項１～５のいずれか１項に記載の液晶表
示装置。
【請求項７】
　前記駆動波形は、フレームごとに極性反転するフレーム反転駆動を行うＢ波形である請
求項１～６のいずれか１項に記載の液晶表示装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、液晶表示装置に関し、特に、垂直配向型の液晶セルを有し、マルチプレック
ス駆動される液晶表示装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　電圧無印加時の液晶分子配向を基板に対して垂直とする垂直配向型液晶セルは、クロス
ニコル配置の偏光板間に配置することにより、電圧無印加時において、非常に良好な黒表
示を行う。さらに、液晶セルと上下偏光板との間の片方または両方に、適切なパラメータ
を持つ負の光学異方性を持つ光学補償板を導入することにより、非常に良好な視角特性を
示す。垂直配向型液晶セルを用いた液晶表示装置は、例えば特許文献１に開示されている
。
【０００３】
　垂直配向型液晶セルとして、表示面内方向について配向状態が均一なモノドメイン配向
のものや、表示面内に配向状態の異なる複数のドメインが配置されるマルチドメイン配向
のものが提案されている。モノドメインの配向処理としては、ラビング処理や光配向処理
等が提案され、マルチドメインの配向処理としては、画素電極内に設けた開口部により生
じさせた斜め電界により配向を制御する方法等が提案されている。
【０００４】
　特にモノドメイン垂直配向型液晶セルでは、電圧印加時の配向欠陥を抑制するため、電
圧無印加時において液晶分子が基板法線方向からわずかに傾斜するように、プレチルト角
が付与される。
【０００５】
　垂直配向型液晶セルを用いた液晶表示装置の駆動方法として、アクティブマトリクス駆
動法や単純マトリクス駆動法（マルチプレックス駆動法）を用いることができる。アクテ
ィブマトリクス駆動法では、薄膜トランジスタ（ＴＦＴ）等の能動素子が用いられる。
【０００６】
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　マルチプレックス駆動法では、一般に、最適バイアス法が用いられ、駆動波形として、
フレーム内反転駆動（１ライン反転駆動）を行うＡ波形や、フレーム反転駆動を行うＢ波
形や、Ｎライン反転駆動を行うＣ波形等が用いられている。現在、マルチプレックス駆動
の液晶表示装置では、駆動時の消費電力を低く抑えられるＢ波形が広く用いられている。
【０００７】
【特許文献１】特開２００５－２３４２５４号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００８】
　垂直配向型液晶セルをマルチプレックス駆動する時、液晶分子配向方向が所望の方向か
らずれる現象が生じることがわかった。本願発明者らは、この現象を動的配向不安定現象
（ｄｙｎａｍｉｃ ｍｉｓｓ ａｌｉｇｎｍｅｎｔ）と呼んでいる（以下この現象をＤＭＡ
と呼ぶこととする）。ＤＭＡに起因して、表示パターン内に低透過率の領域が生じ、表示
の均一性が損なわれる問題が生じる。
【０００９】
　本発明の一目的は、垂直配向型液晶セルをマルチプレックス駆動する液晶表示装置であ
って、ＤＭＡの抑制が図られた液晶表示装置を提供することである。
【課題を解決するための手段】
【００１０】
　本発明の一観点によれば、第１の電極が形成された第１の基板、第２の電極が形成され
前記第１の基板と対向する第２の基板、及び、前記第１及び第２の基板の間に挟まれプレ
チルト角が付与された液晶分子を含む液晶層を有する垂直配向型液晶セルと、前記垂直配
向型液晶セルを挟む一対の偏光板と、前記第１及び第２の電極間にマルチプレックス駆動
の駆動波形で電圧を印加する駆動装置とを有し、前記第１または第２の基板の表面に平行
な表示面内で、前記第１及び第２の電極の少なくとも一方は、電圧無印加時における前記
液晶層の厚さ方向中央の液晶分子のダイレクタの該表示面内成分に垂直な第１の縁と、該
第１の縁に交差する方向に延在する第２の縁とが交互に連なったジグザグ状の縁を有し、
前記表示面は、前記第１の電極と前記第２の電極とが重なる部分で画定される表示パター
ンを有し、１つの前記表示パターン内において、厚さ方向中央の液晶分子の前記ダイレク
タは同一方向であり、前記ジグザグ状の縁は、対向する電極が前記表示パターンとその外
側領域とをまたぐような平坦面となっている位置に形成されている液晶表示装置が提供さ
れる。
【発明の効果】
【００１１】
　第１の縁に生じた斜め電界により、ダイレクタの表示面内成分に平行な方向に液晶分子
を倒れこませるように、液晶分子の配向状態を制御することができ、このような縁を設け
ない場合に比べて、ＤＭＡの抑制を図ることができる。ＤＭＡの抑制効果は、第１の縁か
ら離れた領域にも及ぶ。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１２】
　まず、図１（Ａ）及び図１（Ｂ）を参照して、第１の実施例及び第１の比較例の液晶表
示装置に共通な構成について説明する。図１（Ａ）は、第１の実施例または第１の比較例
の液晶表示装置の概略断面図である。図１（Ｂ）は、上下垂直配向膜との界面の液晶分子
のプレチルト角の付与された方位角方向、液晶層厚さ方向中央の液晶分子のダイレクタの
方位角方向、及び上下偏光板の吸収軸方向を示す平面図である。
【００１３】
　上側ガラス基板３と下側ガラス基板１３とが相互に平行に対向配置されている。上側ガ
ラス基板３または下側ガラス基板１３の表面に平行な面を、表示面と定義する。上側から
観察者が観察することとする。液晶表示装置を正面から見たとき、視線は表示面に垂直と
なる。
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【００１４】
　表示面内に方位角を定義する（図１（Ｂ）参照）。反時計回りに角度が増加するものと
する。液晶表示装置を正面から見たとき、右方向を０°方向（３時方向）とし、左方向を
１８０°方向（９時方向）とし、上方向を９０°方向（１２時方向）とし、下方向を２７
０°方向（６時方向）とする。
【００１５】
　なお、以下、向きも含めて方向を表す場合は、１つの方位角を用いて、例えば９０°方
向等と表すこととする。向きを含めずに方向を表す場合は、相互に反対の２つの方位角を
用いて、例えば９０°－１８０°方向等と表すこととする。
【００１６】
　上側ガラス基板３の内面に、基板側から、所望の形状で形成されたコモン電極４、及び
垂直配向膜６が形成されている。下側ガラス基板１３の内面に、基板側から、所望の形状
で形成されたセグメント電極１４、及び垂直配向膜１６が形成されている。なお、必要に
応じてセグメント電極を上側ガラス基板側に形成し、コモン電極を下側ガラス基板側に形
成することもできる。垂直配向膜としては、ポリイミド膜や無機膜等を適当に選択するこ
とができる。
【００１７】
　なお、基板間のショート防止のため、必要に応じ、コモン電極４と垂直配向膜６との間
の絶縁膜５、及び、セグメント電極１４と垂直配向膜１６との間の絶縁膜１５の少なくと
も一方を配置することができる。第１の実施例及び第１の比較例は、絶縁膜５及び１５を
配置しない構成とした。
【００１８】
　上側垂直配向膜６と下側垂直配向膜１６との間に、誘電率異方性Δεが負の液晶材料か
らなる液晶層７が挟まれている。第１の実施例及び第１の比較例は、誘電率異方性Δεが
－２．２で屈折率異方性Δｎが０．２０の液晶材料を用い、また、液晶層７の厚さ（セル
厚）を４．５μｍとした。液晶層７の厚さ断面内のリターデーションは９００ｎｍとなる
。なお、液晶材料は誘電率異方性Δεが負であれば、屈折率異方性Δｎ等の物性値に特に
制限はない。また、セル厚は４．５μｍに限らず、目的に応じて適当に定めることができ
る。
【００１９】
　上下ガラス基板３及び１３、コモン電極４及びセグメント電極１４、上下垂直配向膜６
及び１６、液晶層７、そして、必要に応じて絶縁膜５及び１５を含んで、液晶セル２０が
構成される。駆動装置３０が、コモン電極４とセグメント電極１４との間に所定の駆動波
形で電圧を印加して、マルチプレックス駆動（単純マトリクス駆動）を行う。
【００２０】
　電圧無印加時における液晶層７中の液晶分子の配向方向が、表示面法線方向（垂直方向
）から微小に傾斜するように、液晶分子にプレチルト角が付与されている。なお、プレチ
ルト角は、表示面となす角で定義する。電圧印加により、液晶分子が、表示面法線方向か
ら倒れ込む。
【００２１】
　表示面内で、液晶分子の倒れ込む方向が、プレチルト角の付与された方位角方向に制御
される。プレチルト角の大きさと付与される方位角方向とが、配向処理で定められる。配
向処理として、例えば、ラビング、スリット配向、突起配向、紫外線光配向等を用いるこ
とができる。
【００２２】
　第１の実施例及び第１の比較例では、配向処理として、上側垂直配向膜６及び下側垂直
配向膜１６に、アンチパラレルのラビングを施した。ラビングにより、上側垂直配向膜６
と液晶層７との界面の液晶分子には、方位角方向２１Ｕが２７０°方向となるようにプレ
チルト角θＵが付与され、下側垂直配向膜１６と液晶層７との界面の液晶分子には、方位
角方向２１Ｌが上側のプレチルト角θＵの方位角方向２１Ｕと反対の９０°方向となるよ
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うに、プレチルト角θＬが付与されている。プレチルト角θＵ及びθＬの大きさは、とも
に８９．５°とした。表示面内方向について配向状態が均一なモノドメイン配向とした。
【００２３】
　上下の垂直配向膜との界面で、液晶分子にこのようなアンチパラレルの配向処理を行う
ことにより、液晶層７の厚さ方向中央の液晶分子には、方位角９０°方向にプレチルト角
が付与される。すなわち、電圧無印加時における液晶層７の厚さ方向中央の液晶分子のダ
イレクタの表示面内成分の方位角方向２２が、９０°方向に定められる。つまり、液晶層
７の厚さ方向中央の液晶分子の電圧印加時に倒れ込む方位角方向が、９０°－２７０°方
向に制御される。
【００２４】
　上下垂直配向膜６、１６との界面近傍の液晶分子は、電圧印加時も動きにくく、電圧印
加時の配向変化は、主に液晶層７の厚さ方向中央近傍の液晶分子に生じる。以下、電圧印
加時の液晶分子の配向変化については、液晶層７の厚さ方向中央近傍の液晶分子に着目し
て説明する。なお、以下、電圧無印加時における液晶層の厚さ方向中央の液晶分子のダイ
レクタを、単にダイレクタと呼ぶこととする。
【００２５】
　ガラス基板３及び１３の上下外側に、それぞれ、偏光板１及び１１が配置されている。
上側偏光板１の吸収軸２３Ｕは４５°－２２５°方向に配置され、下側偏光板１１の吸収
軸２３Ｌは１３５°－３１５°方向に配置されている。両偏光板の吸収軸２３Ｕ及び２３
Ｌが相互になす角は（または、両偏光板の透過軸が相互になす角は）９０°であり、両偏
光板は相互にクロスニコル配置されている。偏光板として、例えば、ポラテクノ製ＳＨＣ
－１３Ｕ（染料系）を用いることができる。なお、偏光板材料は、ヨウ素系でも染料系で
もよい。
【００２６】
　液晶分子の方位角方向が偏光板の吸収軸（または透過軸）となす角を、０°以上９０°
以下とした大きさで表すこととする。電圧印加時に液晶分子の倒れ込むよう定められた方
位角方向（９０°－２７０°方向）は、上側偏光板１の吸収軸２３Ｕ（４５°－２２５°
方向）と４５°（正負を区別するならば－４５°）をなし、下側偏光板１１の吸収軸２３
Ｌ（１３５°－３１５°方向）とも４５°（正負を区別するならば＋４５°）をなす。す
なわち、液晶分子の倒れ込むよう定められた方向は、上下偏光板１、１１の透過軸ともそ
れぞれ４５°をなす。
【００２７】
　下側ガラス基板１３と下側偏光板１１との間に、液晶層７の厚さ断面内のリターデーシ
ョンを補償する光学補償板として、３枚のＣプレートを積層した視角補償部材１２が挿入
されている。各Ｃプレートについて、厚さ断面内のリターデーションΔｔｈが２２０ｎｍ
であり、面内リターデーションΔＲが０ｎｍである。視角補償部材１２の厚さ断面内のリ
ターデーションは、６６０ｎｍとなる。
【００２８】
　なお、視角補償部材は、Ｃプレートに限定されず、必要に応じて、Ａプレートや２軸位
相差板を用いることもできる。なお、視角補償部材は、必要に応じて、液晶セルと上下偏
光板との間の一方のみ、または両方に配置することができる。　
【００２９】
　液晶セル２０と、それを挟む上下偏光板１及び１１と、駆動装置３０と、必要に応じて
視角補償部材１２とを含んで、液晶表示装置が構成される。なお、バックライトや反射部
材が必要な場合は、下側偏光板１１の下方に配置される。
【００３０】
　次に、垂直配向型液晶表示装置の表示原理について説明する。電圧無印加時は、液晶分
子がほぼ垂直に配向しているので、液晶層７は、表示面内について屈折率異方性を有さな
い。上下偏光板１及び１１がクロスニコル配置されているので、下側偏光板１１を透過し
た偏光成分は上側偏光板１を透過できず、電圧無印加時は、黒表示が得られる。
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【００３１】
　電圧印加時は、上下両側の電極に挟まれた電圧印加領域で、液晶分子が垂直方向から倒
れこみ、表示面内での屈折率異方性が生じる。下側偏光板１１の透過軸と、液晶分子が倒
れこんだ方位角方向とが、表示面内で相互に平行でもなく直交してもいないとき、下側偏
光板１１を透過した偏光成分が、液晶分子の長さ方向に対する平行成分及び直交成分の両
方を含む。これにより、液晶層７の透過時に平行成分と直交成分との間に位相差が生じ、
上側偏光板１を透過する偏光成分を生成することができる。すなわち、白表示を得ること
ができる。
【００３２】
　特に、液晶分子の倒れこんだ方位角方向が、クロスニコル配置の上下偏光板の透過軸と
それぞれなす角４５°であるとき、最大の透過率を得ることができる。また、液晶分子の
倒れこむ方位角方向を上下方向の９０°－２７０°方向にすることにより、左右の視角特
性がほぼ同等な広視野角の表示が得られる。
【００３３】
　ただし、下側偏光板１１の透過軸と、液晶分子が倒れこんだ方位角方向とが、表示面内
で相互に平行であるか、または直交しているときは、このような位相差が生じないので、
上側偏光板１を透過する偏光成分が生成されない。つまり、電圧印加で液晶分子が倒れこ
んでも、白表示が得られず、黒表示のままとなる。
【００３４】
　次に、マルチプレックス駆動の駆動波形について説明する。液晶表示装置をマルチプレ
ックス駆動するときの駆動波形として、一般に、Ａ波形、Ｂ波形、Ｃ波形等が用いられて
いる。なお、マルチプレックス駆動法について、例えば文献「ＬＣＤの電気的駆動法」（
杉山貴、小林駿介著、雑誌：ディスプレーアンドイメージング、１９９４、Ｖｏｌ．３、
ｐｐ１１７－１３１、出版：サイエンス・コミュニケーションズ・インターナショナル）
に解説されている。
【００３５】
　図１３（Ａ）に示すように、Ａ波形は、１ライン選択中（１コモン電極選択中）に極性
反転を行う「フレーム内反転駆動（１ライン反転駆動）」の駆動波形である。また、図１
３（Ｂ）に示すように、Ｂ波形は、フレームごとに極性反転を行う「フレーム反転駆動」
の駆動波形である。また、図１３（Ｃ）に示すように、Ｃ波形は、Ｂ波形をベースとして
、高デューティ駆動時に発生する表示パターンに対するクロストークを低減するためＮラ
インごとに極性反転を行う「Ｎライン反転駆動」の駆動波形である。なお、現在、マルチ
プレックス駆動の液晶表示装置では、駆動時の消費電力が最も低くなるＢ波形が広く用い
られている。
【００３６】
　次に、第１の比較例の液晶表示装置についてさらに説明する。
【００３７】
　図２は、第１の比較例の液晶セルのコモン電極４及びセグメント電極１４のパターンを
示す平面図である。コモン電極４のパターンを左上りのハッチングで示し、セグメント電
極１４のパターンを右上りのハッチングで示す。コモン電極４とセグメント電極１４とが
重なり、クロスハッチングで示される領域が、電圧が印加でき黒白表示が切り替え可能な
表示パターンとなる。この例の表示パターンは「Ｄ」という文字であり、まっすぐな縦線
部と湾曲部とで構成されている。
【００３８】
　第１の比較例の液晶表示装置を、室温において、駆動波形をＢ波形とし、１／６４デュ
ーティ、１／９バイアスとし、充分なコントラストが得られる電圧でマルチプレックス駆
動した。駆動周波数を変化させて、表示状態を観察した。
【００３９】
　図３は、左側から、駆動周波数７０Ｈｚ、８０Ｈｚ、及び９０Ｈｚでの表示状態を並べ
て示す顕微鏡写真である。駆動周波数７０Ｈｚ及び８０Ｈｚでは、白表示されるべき表示
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パターン内に、黒い影状領域が観察される。縦線部及び湾曲部の両方に、影状領域が観察
される。駆動周波数が高くなるほど影状領域が減少する傾向が見られる。駆動周波数が９
０Ｈｚに高まると、縦線部及び湾曲部の両方で、このような影状領域が消え、良好な白表
示が行われている。
【００４０】
　このように、垂直配向型液晶表示装置のマルチプレックス駆動の、特に、低い周波数で
の駆動時、表示パターンに影状領域が現れ、表示均一性が低下する問題が生じる。この原
因は、マルチプレックス駆動時の液晶分子配向方向が、配向処理で定めた方向からずれ、
低透過率の領域が生じるためであると考えられる。本願発明者らは、マルチプレックス駆
動時に液晶分子配向方向が配向処理で定めた方向からずれる現象を、動的配向不安定現象
（ｄｙｎａｍｉｃ ｍｉｓｓ ａｌｉｇｎｍｅｎｔ／ＤＭＡ）と呼んでいる。ＤＭＡに起因
する影状領域は、液晶表示装置の正面からの観察時のみならず、視角を振ったときにも視
認され、表示品位を損なうものである。
【００４１】
　ＤＭＡに起因する影状領域が発生する場所は（ＤＭＡが発生する場所は）、さまざまで
あり、表示パターン内でどのように分布するか予測することは困難である。ただし、ダイ
レクタの方位角方向（第１の比較例では９０°－２７０°方向）に対し、表示パターンの
縁の延在方向が４５°をなすような部分（図２の例で、湾曲部の囲みＡ４５で示す部分）
の近傍や、延在方向が１３５°をなすような部分（図２の例で、湾曲部の囲みＡ１３５で
示す部分）の近傍で、影状領域が顕著に視認されることがわかった。図３に示すように、
例えば図２の囲みＡ４５で示す部分の近傍に、影状領域が発生している。
【００４２】
　図２の囲みＡ４５やＡ１３５で示す領域において、セグメント電極１４は縁部が配置さ
れているのに対し、コモン電極４は縁部ではなく平坦部が配置されている。このように、
電極の縁部と平坦部とが対向している領域では、縁の延在方向に直交する表示面内成分を
持つ斜め電界が生じやすい。囲みＡ４５で示す領域では、４５°－２２５°方向の成分Ｅ
４５を持つ斜め電界が生じやすく、囲みＡ１３５で示す領域では、１３５°－３１５°方
向の成分Ｅ１３５を持つ斜め電界が生じやすい。
【００４３】
　液晶分子は、配向処理で定めた９０°－２７０°方向に倒れ込むことが理想的であるが
、このような斜め電界の影響で、囲みＡ４５に示す縁近傍では、液晶分子が４５°－２２
５°方向に倒れこみやすくなり、囲みＡ１３５に示す縁近傍では、液晶分子が１３５°－
３１５°方向に倒れこみやすくなる。
【００４４】
　液晶分子が４５°－２２５°方向または１３５°－３１５°方向に倒れれば、下側偏光
板透過軸と、液晶分子の倒れこんだ方位角方向とが表示面内で平行または垂直という関係
になる。従って上述のように、電圧印加で液晶分子が倒れこんでも、白表示が得られず、
黒表示のままとなる。例えば図２の囲みＡ４５で示す領域近傍で、ＤＭＡに起因する影状
領域が発生しやすい理由は、このようなものであると考えられる。
【００４５】
　なお、図２の囲みＡ４５で示す領域では、表示パターンの輪郭を、セグメント電極１４
の縁が画定している。一方、図２の囲みＡ４５で示す縁部と、湾曲部の幅方向に向かい合
うセグメント電極１４の縁部（囲みＢ４５で示す）では、セグメント電極１４の縁とコモ
ン電極４の縁とが一致し、表示パターンの輪郭を、両電極４、１４の縁の双方が画定して
いる。囲みＢ４５で示す領域では、電極の縁の延在方向がほぼ１３５°－３１５°方向で
あるが、両電極の縁が一致しているので、斜め電界が生じにくい。
【００４６】
　同様に、図２の囲みＡ１３５で示す縁部に対向する、囲みＢ１３５で示す表示パターン
の縁部も、電極の縁の延在方向がほぼ４５°－２２５°方向であるが、両電極の縁が一致
しているので、斜め電界は生じにくい。
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【００４７】
　なお、縦線部の上下の縁等では、コモン電極４は縁部が配置されているのに対し、セグ
メント電極１４は平坦部が配置され、表示パターンの輪郭を、コモン電極４の縁が画定し
ている。
【００４８】
　次に、第１の実施例の液晶表示装置についてさらに説明する。
【００４９】
　図４は、第１の実施例の液晶セルのコモン電極４及びセグメント電極１４のパターンを
示す平面図である。コモン電極４のパターンを左上りのハッチングで示し、セグメント電
極１４のパターンを右上りのハッチングで示す。コモン電極４とセグメント電極１４とが
重なり、クロスハッチングで示される領域が、第１の比較例と同様に、「Ｄ」の文字を示
す表示パターンとなる。
【００５０】
　上述のように、第１の比較例で、配向処理で定めたダイレクタの方位角方向（９０°－
２７０°方向）に対し、延在方向が４５°をなし斜め電界が発生しやすい電極縁部（図２
の囲みＡ４５で示す部分）の近傍や、延在方向が１３５°をなし斜め電界が発生しやすい
電極縁部（図２の囲みＡ１３５で示す部分）の近傍で、ＤＭＡに起因する影状領域が発生
しやすいことがわかった。
【００５１】
　第１の実施例では、セグメント電極１４の、このような縁部近傍を、ダイレクタの表示
面内成分に垂直な縁（垂直部分と呼ぶこととする）と平行な縁（平行部分と呼ぶこととす
る）とが交互に連なったジグザグ状にした。つまり、０°－１８０°方向に延在する縁と
、９０°－２７０°方向に延在する縁とを交互に並べたジグザグ状の縁を構成した。これ
により、ダイレクタの表示面内成分に対し４５°または１３５°をなし、かつ斜め電界が
発生しやすい電極縁部がなくなる。ジグザグ状の縁の各垂直部分の長さは４０μｍ程度と
し、各平行部分の長さも４０μｍ程度とした。
【００５２】
　第１の比較例と同様に、第１の実施例の液晶表示装置を、室温において、駆動波形をＢ
波形とし、１／６４デューティ、１／９バイアスとし、充分なコントラストが得られる電
圧でマルチプレックス駆動した。駆動周波数を変化させて、表示状態を観察した。
【００５３】
　図５は、左側から、駆動周波数７０Ｈｚ及び８０Ｈｚでの表示状態を並べて示す顕微鏡
写真である。駆動周波数７０Ｈｚでは、縦線部及び湾曲部の両方に、ＤＭＡに起因する影
状領域が観察される。しかし、駆動周波数が８０Ｈｚになると、縦線部及び湾曲部の両方
で、このような影状領域が消え、良好な白表示が行われている。なお、８０Ｈｚ以上では
影状領域が現れないことを確認した。影状領域が現れなくなる最低の駆動周波数以上で駆
動させれば、良好な表示が得られる。
【００５４】
　第１の実施例では、上述のようなジグザグ状電極縁部を採用したことにより、ＤＭＡに
起因する影状領域が消える駆動周波数を低下させることができた。なお、ジグザグ状電極
縁部により、低い駆動周波数でＤＭＡ自体が抑制されたと捉えることもできる。
【００５５】
　ジグザグ状電極縁部の垂直部分で発生する斜め電界は、９０°－２７０°方向の表示面
内成分を持つので、液晶分子を配向処理で定めた方向に倒すように働く。一方、平行部分
で発生する斜め電界は、０°－１８０°方向の表示面内成分を持つので、液晶分子を配向
処理で定めた方向と直交する方向に倒すように働くが、液晶分子の倒れこむ方向が、クロ
スニコル配置の上下偏光板の透過軸とそれぞれ４５°をなすので、大きな透過率が得られ
る。ジグザグ状電極縁部のこのような働きが、ＤＭＡに起因する影状領域が消える駆動周
波数を低下させた一要因であると推測される。
【００５６】
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　ただし、低い駆動周波数で影状領域が発生しにくくなる効果は（つまり、ＤＭＡが発生
しにくくなる効果は）、ジグザグ状の電極縁部の近傍にとどまらず、表示パターン全域に
亘ることもわかった。第１の実施例では、ジグザグ状の縁を採用した湾曲部に加え縦線部
でも、影状領域が消える駆動周波数を低下させることができた。
【００５７】
　なお、第１の実施例では、ジグザグ状電極縁部の各垂直部分及び各平行部分の長さをそ
れぞれ２０μｍとした液晶表示装置も作製し、上述の４０μｍの場合と同様な効果がある
ことを確認した。
【００５８】
　ただし、ジグザグのサイズが小さすぎると、ジグザグパターンのエッチングの精度が低
下し、ジグザグの角が丸みを帯びてしまう。また、ジグザグのサイズが大きすぎると、ジ
グザグが視認されて、本来の表示パターンからかけ離れてしまう。一般的に、液晶表示装
置の表示欠陥は１００μｍ以上のサイズで視認される。ジグザグ状電極縁部の各垂直部分
及び各平行部分の長さは、２０μｍ以上１００μｍ未満の範囲とすることが好ましい。
【００５９】
　上述の例では、Ｄという文字の湾曲部にジグザグ状の縁を採用した。一般的な表示パタ
ーンへの適用を考えると、観察者に示される所望の表示パターン（微小なジグザグが均さ
れて見えた表示パターン）において、ダイレクタの表示面内成分と垂直でも平行でもない
延在方向の縁部分に、ジグザグ状の縁が採用されていることが有効となる。特に、ダイレ
クタの表示面内成分に対して４５°、１３５°、（２２５°、３１５°）の角度をなす縁
部分をジグザグ状にすることが好ましい。
【００６０】
　なお、ジグザグ状の縁の垂直部分がダイレクタの表示面内成分となす角は、９０°から
、１０°程度までずれていても有効である。これを踏まえ、「ダイレクタの表示面内成分
に垂直である」とは、ダイレクタの表示面内成分となす角が８０°～１００°の範囲内で
あることと定義する。また、平行部分がダイレクタの表示面内成分となす角は、０°から
、１０°程度までずれていても有効である。これを踏まえ、「ダイレクタの表示面内成分
に平行である」とは、ダイレクタの表示面内成分となす角が－１０°～１０°の範囲内で
あることと定義する。
【００６１】
　なお、セグメント電極の縁にジグザグを導入する例を説明したが、電極パターンに応じ
て、コモン電極の縁にジグザグを導入する場合でも同様な効果が得られることを確認して
いる。必要に応じて、セグメント電極のジグザグ状電極縁部とコモン電極のジグザグ状電
極縁部とが混在する構成も可能である。
【００６２】
　なお、上述のように、ジグザグ状電極縁部がＤＭＡに起因する影状領域の消える駆動周
波数を低下させる効果は、表示パターンの広範囲に及ぶ。従って、配向処理で定めたダイ
レクタの方位角方向に対し延在方向が４５°または１３５°をなし斜め電界が発生しやす
い電極縁部の少なくとも一部を、上述のようなジグザグ状の縁に変えれば、ジグザグ状縁
部形成領域よりも広い範囲で影状領域の抑制効果が期待される。ジグザグ状の縁が、表示
パターンの縁上に離散的に配置されていてもよい。
【００６３】
　なお、ダイレクタの表示面内成分に垂直な縁と平行な縁とを交互に配置してジグザグ状
の縁を構成する場合を説明したが、ダイレクタの表示面内成分に垂直な縁と、これに交差
する方向に延在する縁とが交互に連なったジグザグ状の縁が構成されていれば、垂直な縁
に生じた斜め電界により、ダイレクタの表示面内成分に平行な方向に液晶分子を倒れこま
せるように、液晶分子の配向状態を制御することができ、ＤＭＡの抑制が図られる。
【００６４】
　なお、方位角方向に液晶分子が動きやすい場合は、斜め電界による影響が生じやすく、
ＤＭＡ及びそれに起因する影状領域が、広い範囲に及びやすいのではないかと考えられる
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。液晶分子が方位角方向に動きやすい場合とは、例えば、プレチルト角が垂直に近く方位
角方向のアンカリングが弱い（配向規制力が弱い）場合や、液晶層の粘度が低く応答性が
良い場合等が挙げられる。応答性が良い場合としては、例えば、低粘度液晶材料を用いる
場合や、セル厚が薄い場合、動作温度が高い場合等が挙げられる。なお、応答性が良いと
、フレームレスポンス現象も出やすい。また、液晶層にカイラル剤が添加されている場合
も、液晶分子が方位角方向に動きやすい。
【００６５】
　例えば、粘度が、高粘度のもので５０ｍｍ／ｓ程度以下、低粘度のもので３０ｍｍ／ｓ
以下（ともに室温）の場合であり、プレチルト角が、８５°以上の場合である。なお、プ
レチルト角は８９°以上が好ましい。
【００６６】
　次に、図６（Ａ）及び図６（Ｂ）を参照して、第２の実施例及び第２の比較例の液晶表
示装置に共通な構成について説明する。以下、第１の実施例及び第１の比較例との違いに
ついて説明する。図６（Ａ）は、第２の実施例または第２の比較例の液晶表示装置の概略
断面図である。図６（Ｂ）は、上下垂直配向膜との界面の液晶分子のプレチルト角の付与
された方位角方向、ダイレクタの方位角方向、及び上下偏光板の吸収軸方向を示す平面図
である。
【００６７】
　第２の実施例及び第２の比較例では、上側垂直配向膜６及び下側垂直配向膜１６に、（
向きも含めて）パラレルのラビングを施した。ラビングにより、上側垂直配向膜６と液晶
層７との界面の液晶分子には、方位角方向２１Ｕａが９０°方向となるようにプレチルト
角θＵａが付与され、下側垂直配向膜１６と液晶層７との界面の液晶分子には、方位角方
向２１Ｌａが上側のプレチルト角θＵａの方位角方向２１Ｕａと同じく９０°方向となる
ように、プレチルト角θＬａが付与されている。プレチルト角θＵａ及びθＬａの大きさ
は、ともに８９．５°とした。表示面内方向について配向状態が均一なモノドメイン配向
とした。
【００６８】
　第２の実施例及び比較例では、第１の実施例及び比較例と同様に、誘電率異方性Δεが
－２．２で屈折率異方性Δｎが０．２０の液晶を用いたが、さらにこれにカイラル剤を添
加した材料で液晶層７ａを構成した。カイラル剤としてメルク社製の右巻きのカイラル剤
Ｒ－８１１を、セル厚ｄ（４．５μｍ）とカイラルピッチｐとの関係ｄ／ｐが０．５とな
るように、液晶材料に対して１％添加した。ツイスト角が１８０°で右巻きのツイスト構
造となる。
【００６９】
　上下の垂直配向膜６、１６にパラレルのラビングを行い、さらに上述のように右巻きの
カイラル剤を添加したことにより、液晶層７ａの厚さ方向中央の液晶分子には、方位角０
°方向にプレチルト角が付与される。すなわち、ダイレクタの表示面内成分の方位角方向
２２ａが、０°方向に定められる。つまり、液晶分子の電圧印加時に倒れ込む方位角方向
が、０°－１８０°方向に制御される。なお、第２の実施例及び第２の比較例では、上下
垂直配向膜のパラレルのラビングに加えて、カイラル剤添加まで含めた処理を、ダイレク
タ方向を定める配向処理と捉えることができる。
【００７０】
　第２の実施例及び第２の比較例では、電圧印加時に液晶分子の倒れこむ方位角方向が０
°－１８０°方向となるが、第１の実施例及び第１の比較例と同様に、液晶分子の倒れこ
む方位角方向が、上側偏光板１の透過軸（または吸収軸）と４５°をなし、下側偏光板１
１の透過軸（または吸収軸）とも４５°をなすので、透過率の最大化が図られている。
【００７１】
　次に、第２の比較例の液晶表示装置についてさらに説明する。第２の比較例は、第１の
比較例と同様なパターンの、ジグザグの縁が形成されていないコモン電極４及びセグメン
ト電極１４を有し、「Ｄ」の文字を表示する。
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【００７２】
　第２の比較例の液晶表示装置を、室温において、駆動波形をＢ波形とし、１／４デュー
ティ、１／３バイアスでマルチプレックス駆動した。駆動周波数を変化させて、表示状態
を観察した。
【００７３】
　図７（Ａ）は、左側から、駆動周波数６０Ｈｚ、７０Ｈｚ、８０Ｈｚ、及び９０Ｈｚで
の表示状態を並べて示す顕微鏡写真であり、図７（Ｂ）は、左側から、駆動周波数１００
Ｈｚ、１１０Ｈｚ、１２０Ｈｚ、及び１３０Ｈｚでの表示状態を並べて示す顕微鏡写真で
あり、図７（Ｃ）は、左側から、駆動周波数１４０Ｈｚ、１５０Ｈｚ、１６０Ｈｚ、及び
１７０Ｈｚでの表示状態を並べて示す顕微鏡写真であり、図７（Ｄ）は、左側から、駆動
周波数１８０Ｈｚ、１９０Ｈｚ、２００Ｈｚ、及び２５０Ｈｚでの表示状態を並べて示す
顕微鏡写真である。なおこれらの写真では、「Ｄ」字の左右が反転している。
【００７４】
　カイラル剤を添加した第２の比較例でも、ＤＭＡに起因する影状領域が観察された。た
だし、カイラル剤を添加しない第１の比較例（及び第１の実施例）とは影状領域の発生パ
ターンが異なった。第２の比較例では、「Ｄ」字の表示パターンの湾曲部には影状領域が
観察されたが、縦線部には影状領域が観察されなかった。上述のように、カイラル剤添加
により影状領域が発生しやすくなるとは考えられるが、逆に影状領域の広がりは抑制され
る可能性が示唆される。
【００７５】
　駆動周波数６０Ｈｚから１７０Ｈｚまでは、影状領域がはっきりと観察された。ただし
、駆動周波数が高まるにつれて、影状領域は減少していく。駆動周波数１８０Ｈｚ以上で
は、影状領域はほぼ観察されなくなり、良好な白表示が得られた。
【００７６】
　次に、第２の実施例の液晶表示装置についてさらに説明する。第２の実施例は、第１の
実施例と同様なパターンのコモン電極４及びセグメント電極１４を有し、「Ｄ」の文字を
表示する。つまり、セグメント電極１４にジグザグ状の縁が形成されている。
【００７７】
　なお、第１の実施例では、ダイレクタの方位角方向が９０°－２７０°方向であり、こ
れに垂直な縁（垂直部分）と平行な縁（平行部分）とでジグザグの縁を構成した。第２の
実施例では、ダイレクタの方位角方向が０°－１８０°方向であるので、第１の実施例の
垂直部分が、ダイレクタの方位角方向と平行な平行部分となり、第１の実施例の平行部分
が、ダイレクタの方位角方向と垂直な垂直部分になるが、ダイレクタの方位角方向と垂直
な縁及び平行な縁でジグザグな縁を構成するという点は、第１の実施例と同様である。
【００７８】
　第２の比較例と同様に、第２の実施例の液晶表示装置を、室温において、駆動波形をＢ
波形とし、１／４デューティ、１／３バイアスでマルチプレックス駆動した。駆動周波数
を変化させて、表示状態を観察した。
【００７９】
　図８（Ａ）は、左側から、駆動周波数６０Ｈｚ、７０Ｈｚ、８０Ｈｚ、及び９０Ｈｚで
の表示状態を並べて示す顕微鏡写真であり、図８（Ｂ）は、左側から、駆動周波数１００
Ｈｚ、１１０Ｈｚ、１２０Ｈｚ、及び１３０Ｈｚでの表示状態を並べて示す顕微鏡写真で
あり、図８（Ｃ）は、左側から、駆動周波数１４０Ｈｚ、１５０Ｈｚ、１６０Ｈｚ、及び
１７０Ｈｚでの表示状態を並べて示す顕微鏡写真であり、図８（Ｄ）は、左側から、駆動
周波数１８０Ｈｚ、１９０Ｈｚ、２００Ｈｚ、及び２５０Ｈｚでの表示状態を並べて示す
顕微鏡写真である。なおこれらの写真では、「Ｄ」字の左右が反転している。
【００８０】
　第２の実施例でも、第２の比較例と同様に、ＤＭＡに起因する影状領域が、「Ｄ」字の
表示パターンの湾曲部にははっきりと観察されたが、縦線部にはほぼ観察されなかった。
【００８１】
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　駆動周波数６０Ｈｚから１１０Ｈｚまでは、影状領域がはっきりと観察された。第２の
実施例でも、駆動周波数が高まるにつれ影状領域が減少していく傾向が見られた。駆動周
波数１２０Ｈｚ以上では、影状領域はほぼ観察されなくなり、良好な白表示が得られた。
このように、第１の実施例と同様に、カイラル剤を添加した第２の実施例でも、ジグザグ
状電極縁部により、ＤＭＡに起因する影状領域が観察されなくなる駆動周波数を低下させ
ることができた。
【００８２】
　第２の実施例では、カイラル剤添加によりダイレクタの方位角方向が０°方向にされて
いる。つまり液晶分子の倒れこむ方向が０°－１８０°方向に定められている。ジグザグ
状電極縁部の、ダイレクタ方位角方向に対する垂直部分で発生する斜め電界は、０°－１
８０°方向の成分を持つので、液晶分子を配向処理で定めた方向に倒すように働く。一方
、ジグザグ状電極縁部の、ダイレクタ方位角方向に対する平行部分で発生する斜め電界は
、９０°－２７０°方向の成分を持つので、液晶分子を配向処理で定めた方向と直交する
方向に倒すように働くが、液晶分子の倒れこむ方向が、クロスニコル配置の上下偏光板の
透過軸とそれぞれ４５°をなすので、大きな透過率が得られる。
【００８３】
　第１の実施例と同様に、ジグザグ状電極縁部のこのような働きが、ＤＭＡに起因する影
状領域が消える駆動周波数を低下させた一要因であると推測される。なお、左巻きのカイ
ラル剤を用いダイレクタの方位角方向を１８０°方向としても、液晶分子の倒れこむ方向
が０°－１８０°方向なので、同様な効果が得られると考えられる。
【００８４】
　次に、第３の実施例及び第３の比較例について説明する。第３の実施例及び第３の比較
例では、第１の実施例及び第１の比較例と同様に、カイラル剤を添加しない液晶材料を用
い、アンチパラレル配向処理を行って、垂直配向型液晶表示装置を作製した。ただし、第
３の実施例及び第３の比較例では、表示パターンをドットマトリクスパターンとした。
【００８５】
　図９（Ａ）は、第３の比較例の液晶セルのコモン電極４及びセグメント電極１４のパタ
ーンを示す平面図である。コモン電極４のパターンを左上りのハッチングで示し、セグメ
ント電極１４のパターンを右上りのハッチングで示す。
【００８６】
　０°－１８０°方向に長い帯状の部分が９０°－２７０°方向に複数並んだコモン電極
４と、９０°－２７０°方向に長い帯状の部分が０°－１８０°方向に複数並んだセグメ
ント電極１４とが配置され、両電極が重なり、クロスハッチングで示される四角形のドッ
ト状領域（画素）が、表示パターンとなる。
【００８７】
　図９（Ｂ）に示すように、第３の実施例及び第３の比較例では、上側偏光板１の吸収軸
２３Ｕｂが上下方向の９０°－２７０°方向に配置され、下側偏光板１１の吸収軸２３Ｌ
ｂが左右方向の０°－１８０°方向に配置されている。両偏光板の吸収軸２３Ｕｂ及び２
３Ｌｂが相互になす角は９０°であり、両偏光板は相互にクロスニコル配置されている。
【００８８】
　ダイレクタの表示面内成分の方位角方向２２ｂが４５°方向に定められ、電圧印加時に
液晶分子の倒れ込む方位角方向が４５°－２２５°方向に制限される。第１の実施例及び
第１の比較例と同様に、液晶分子の倒れこむ方位角方向が、上側偏光板１の吸収軸（また
は透過軸）と４５°をなし、下側偏光板１１の吸収軸（または透過軸）とも４５°をなす
ので、透過率の最大化が図られている。
【００８９】
　上下偏光板の透過軸を上下方向及び左右方向とすることにより、上下方向及び左右方向
からの観察時に、深い視角での黒表示が特に良好となる。
【００９０】
　第３の比較例では、表示パターンの各ドットの９０°－２７０°方向の縁を、セグメン
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ト電極１４の縁が画定し、０°－１８０°方向の縁を、コモン電極４の縁が画定しており
、これらの縁では斜め電界が生じやすい。そして、９０°－２７０°方向の縁及び０°－
１８０°方向の縁の双方は、液晶分子の倒れ込む方位角方向と４５°または１３５°をな
すので、これらの縁の近傍でＤＭＡに起因する影状領域が特に生じやすいと考えられる。
【００９１】
　第３の比較例の液晶表示装置を、室温において、駆動波形をＢ波形とし、１／６４デュ
ーティ、１／９バイアスでマルチプレックス駆動した。駆動周波数を変化させて、表示状
態を観察した。
【００９２】
　図１０は、左側から、駆動周波数６０Ｈｚ、７０Ｈｚ、及び８０Ｈｚでの表示状態を並
べて示す顕微鏡写真である。駆動周波数６０Ｈｚ及び７０Ｈｚで、影状領域が観察され、
駆動周波数を８０Ｈｚに高めると、影状領域が消えた。
【００９３】
　図１１は、第３の実施例の液晶セルのコモン電極４及びセグメント電極１４のパターン
を示す平面図である。コモン電極４のパターンを左上りのハッチングで示し、セグメント
電極１４のパターンを右上りのハッチングで示す。
【００９４】
　第３の実施例では、第３の比較例のコモン電極４の縁及びセグメント電極１４の縁を、
ダイレクタの表示面内成分と垂直な縁及び平行な縁が交互に連なったジグザグ状とした。
つまり、４５°－２２５°方向に延在する縁と、１３５°－３１５°方向に延在する縁と
を交互に連ねたジグザグ状の縁を構成した。
【００９５】
　第３の実施例の液晶表示装置を、室温において、駆動波形をＢ波形とし、１／６４デュ
ーティ、１／９バイアスでマルチプレックス駆動した。駆動周波数を変化させて、表示状
態を観察した。
【００９６】
　図１２は、左側から、駆動周波数６０Ｈｚ、７０Ｈｚ、及び８０Ｈｚでの表示状態を並
べて示す顕微鏡写真である。駆動周波数６０Ｈｚで、影状領域が観察されたが、駆動周波
数を７０Ｈｚ以上とすると、影状領域が消えた。このように、表示パターンをドットマト
リクスとした第３の実施例でも、ジグザグ状電極縁部の採用により、ＤＭＡに起因する影
状領域が観察されなくなる駆動周波数を低下させることができた。
【００９７】
　なお、第３の実施例において、各ドット（画素）内を、配向方向の異なる複数領域に分
割するマルチドメイン配向処理を行うこともできる。各分割領域内はモノドメインとする
。
【００９８】
　例えばドット内が左右に第１と第２の領域に分割されており、第１の領域内はダイレク
タ方位角方向を４５°－２２５°方向に定め、第２の領域内はダイレクタ方位角方向をそ
れと直交する１３５°－３１５°方向に定める。ダイレクタ方位角方向を１３５°－３１
５°方向としても、第３の実施例のジグザグ状電極縁部は、ダイレクタ方位角方向に対し
垂直部分と平行部分とで構成され、影状領域抑制効果が得られる。
【００９９】
　なお、上述のように、ＤＭＡ及びそれに起因する影状領域は、マルチプレックス駆動の
駆動周波数が低いほど発生しやすく、高いほど発生しにくくなる。マルチプレックス駆動
波形のうち、フレームごとに極性反転を行うＢ波形に比べて、１ライン選択中に極性反転
を行うＡ波形や、Ｎラインごとに極性反転を行うＣ波形の方が高い周波数成分を有する。
従って、同一の駆動周波数のとき、Ａ波形やＣ波形に比べると、Ｂ波形でＤＭＡ及びそれ
に起因する影状領域が発生しやすい。
【０１００】
　なお、Ｂ波形に比べて高い周波数成分を有するＡ波形やＣ波形等での駆動により、ＤＭ
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Ａに起因する影状領域の抑制を図ることも可能である（特願２００７－１２５５９６参照
）。ただし、高い周波数成分を有するＡ波形やＣ波形での駆動は、Ｂ波形に比べると高い
消費電力を要する。消費電力の観点からは、Ｂ波形での駆動が好ましい。
【０１０１】
　上述の実施例のように、Ｂ波形で駆動する場合でも、電極縁部をジグザグ状とすること
により、ＤＭＡ及びそれに起因する影状領域の抑制が図られる。電極縁部をジグザグ状に
する実施例の技術は、特にＢ波形での駆動時に適用することが有効である。なお、Ａ波形
やＣ波形等での駆動にジグザグ状電極縁部を採用しても、ＤＭＡ及びそれに起因する影状
領域の抑制効果が期待される。
【０１０２】
　なお、上述のように、動作温度が上昇するほど、ＤＭＡに起因する影状領域が発生しや
すくなる。電極縁部をジグザグ状とする実施例の技術は、影状領域の発生を抑制するので
、電極縁部をジグザグ状としない従来技術に比べて、同一駆動周波数での駆動時に、影状
領域が発生する温度を高くする効果が期待される。すなわち、同一の駆動条件で、従来よ
りも高い温度まで、ＤＭＡに起因する影状領域の発生を抑えた駆動が可能になる。
【０１０３】
　なお、上述の実施例では、上下偏光板の吸収軸同士（または透過軸同士）の表示面内で
なす角を９０°としたが、両偏光板の吸収軸（または透過軸）が相互になす角は、９０°
から５°程度までずれていてもよい。両偏光板の吸収軸（または透過軸）が相互になす角
が８５°～９５°の範囲である場合を、クロスニコル配置と呼ぶこととする。
【０１０４】
　また、液晶分子が倒れこむように定められた方位角方向（ダイレクタの表示面内成分の
方位角方向）が、クロスニコル配置の上下偏光板の透過軸（または吸収軸）の各々となす
角の双方は、４５°から５°程度までずれていてもよく、４０°～５０°の範囲であれば
、充分に大きい透過率を得ることができる。
【０１０５】
　実施例の技術は、マルチプレックス駆動される垂直配向型液晶表示装置全般に応用可能
である。例えば、セグメント表示の液晶表示装置、ドットマトリクス表示の液晶表示装置
、セグメント表示とドットマトリクス表示とが混在する液晶表示装置に利用することがで
きる。また、透過型、反射型、及び透反型のいずれの液晶表示装置に応用することも可能
である。
【０１０６】
　以上実施例に沿って本発明を説明したが、本発明はこれらに制限されるものではない。
例えば、種々の変更、改良、組み合わせ等が可能なことは当業者に自明であろう。
【図面の簡単な説明】
【０１０７】
【図１】図１（Ａ）は、第１の実施例または第１の比較例の液晶表示装置の概略断面図で
あり、図１（Ｂ）は、第１の実施例または第１の比較例の、上下垂直配向膜との界面の液
晶分子のプレチルト角の付与された方位角方向、液晶層厚さ方向中央の液晶分子のダイレ
クタの方位角方向、及び上下偏光板の吸収軸方向を示す平面図である。
【図２】図２は、第１の比較例の液晶セルのコモン電極及びセグメント電極のパターンを
示す平面図である。
【図３】図３は、第１の比較例の液晶表示装置のマルチプレックス駆動時の、各駆動周波
数での表示状態を並べて示す顕微鏡写真である。
【図４】図４は、第１の実施例の液晶セルのコモン電極及びセグメント電極のパターンを
示す平面図である。
【図５】図５は、第１の実施例の液晶表示装置のマルチプレックス駆動時の、各駆動周波
数での表示状態を並べて示す顕微鏡写真である。
【図６】図６（Ａ）は、第２の実施例または第２の比較例の液晶表示装置の概略断面図で
あり、図６（Ｂ）は、第２の実施例または第２の比較例の、上下垂直配向膜との界面の液
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板の吸収軸方向を示す平面図である。
【図７】図７は、第２の比較例の液晶表示装置のマルチプレックス駆動時の、各駆動周波
数での表示状態を並べて示す顕微鏡写真である。
【図８】図８は、第２の実施例の液晶表示装置のマルチプレックス駆動時の、各駆動周波
数での表示状態を並べて示す顕微鏡写真である。
【図９】図９（Ａ）は、第３の比較例の液晶セルのコモン電極及びセグメント電極のパタ
ーンを示す平面図であり、図９（Ｂ）は、第３の実施例及び第３の比較例の、ダイレクタ
の方位角方向、及び上下偏光板の吸収軸方向を示す平面図である。
【図１０】図１０は、第３の比較例の液晶表示装置のマルチプレックス駆動時の、各駆動
周波数での表示状態を並べて示す顕微鏡写真である。
【図１１】図１１は、第３の実施例の液晶セルのコモン電極及びセグメント電極のパター
ンを示す平面図である。
【図１２】図１２は、第３の実施例の液晶表示装置のマルチプレックス駆動時の、各駆動
周波数での表示状態を並べて示す顕微鏡写真である。
【図１３】図１３（Ａ）～図１３（Ｃ）は、それぞれ、マルチプレックス駆動のＡ波形、
Ｂ波形、及びＣ波形を示すグラフである。
【符号の説明】
【０１０８】
１、１１　偏光板
３、１３　ガラス基板
４　コモン電極
１４　セグメント電極
５、１５　絶縁膜
６、１６　垂直配向膜　
７　液晶層
１２　視角補償部材
θＵ、θＬ　プレチルト角
２０　液晶セル
３０　駆動装置
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